Establishment of intensive culture technology for a marine pelagic copepod Acartia steueri by 髙山 佳樹 & Yoshiki Takayama
内容の要旨及び審査結果の要旨 
【書式１１】                           
令和 2年 8月 26 日 
 
氏名（本籍） 髙山 佳樹 （千葉県） 
学位の種類     博士（工学）   
学位記番号  甲 第 175 号 
学位記の授与日   令和 2年 9月 12 日 
学位授与の要件   学位規則第 4条第 1項該当 
                   創価大学大学院学則第 31 条第 2項該当 
           創価大学学位規則第 3条の 3第 1項該当 
論文題目  海産浮遊性カイアシ類 Acartia steueri の集約的培養技術の確立 
論文審査機関 理工学研究科委員会 
論文審査委員 主査委員  農学博士     戸田 龍樹      印 
   委  員  博士（学術）   黒沢 則夫      印 
   委  員  博士（理学）   下出 信次      印 














Acartia steueri と A. japonica を培養候補種とし現場調査を行ったところ、A. steueri の出現個体密度
は高く、水温範囲は 12-28oC と広く、本邦の魚類種苗生産の水温帯に合致した。そこで本博士研
究の目的を、浮遊性カイアシ類 A. steueri の集約的な培養技術の確立とし、(1)A. steueri 発達段階前
期 (幼生) から後期 (幼体)、成体の好適餌料の検討、(2)培養個体密度が A. steueri の卵生産と代謝
速度に与える影響の解明、(3)実験室規模での回分式カイアシ類培養槽の運転と生産性の評価を行
った。 
本論文は 5 章から構成されている。第 1 章は総合序論として、海産浮遊性カイアシ類の初期生
物餌料としての有用性と、その集約的培養において生産性を損なう要因である“成体による卵・
幼生の捕食”（共食い）を問題提起し、その解決方法として成体培養槽と幼生・幼体培養槽から
なる 2 槽式培養法を提案した。 
第 2 章では A. steueri を複数の餌料藻類条件で培養し、幼生から成体までの生存率と、成体の卵
生産速度を測定し、それぞれの好適餌料を検討した。幼生から成体における生存率は、緑藻
Tetraselmis suecica と珪藻 Chaetoceros gracilis からなる混合餌料を与えた条件で最大化されたため
好適餌料として選択した。成体の卵生産は、緑藻 T. suecica と珪藻 Thalassiosira weissflogii からな
る混合餌料を与えた条件で最大化されたため、好適餌料として選択した。これらの餌料検討の結
果、幼生から成体までの生存率が 20%と高効率な継代培養に成功した。 
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